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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第21期

第２四半期 
累計期間 

第22期
第２四半期 
累計期間 

第21期

会計期間 

自平成23年
４月１日 

至平成23年 
９月30日 

自平成24年
４月１日 

至平成24年 
９月30日 

自平成23年
４月１日 

至平成24年 
３月31日 

売上高（千円）  3,224,506  3,402,363  6,581,193

経常利益（千円）  120,798  223,333  352,522

四半期（当期）純利益（千円）  57,188  149,728  138,922

持分法を適用した場合の投資利益

（千円） 
         －          －    －

資本金（千円）  205,125  205,125  205,125

発行済株式総数（株）  10,500  10,500  10,500

純資産額（千円）  770,468  980,942  852,313

総資産額（千円）  2,527,486  2,990,419  2,891,289

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
      5,446.51       14,259.85  13,230.71

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
          －           －           －

１株当たり配当額（円）       －       －  2,000

自己資本比率（％）       30.5       32.8  29.5

営業活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 65,545  193,226  588,059

投資活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △64,859  △25,616  △127,918

財務活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △39,998  △128,927  △132,453

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円） 
 633,047  1,038,727  1,000,045



 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。 

２．売上高には、消費税等を含んでおりません。 

３．当社は関連会社を有しておりませんので、持分法を適用した場合の投資利益は記載しておりません。 

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

  

 当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 

  

回次 
第21期

第２四半期 
会計期間 

第22期
第２四半期 
会計期間 

会計期間 

自平成23年
７月１日 

至平成23年 
９月30日 

自平成24年
７月１日 

至平成24年 
９月30日 

１株当たり四半期純利益金額

（円） 
 4,315.04  6,594.15

２【事業の内容】



 当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。 

  
  

 当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。   

  

 文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。  

（1）業績の状況 

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、欧州金融危機問題等による海外景気の停滞、円高の長期化等によ

る輸出産業の不振等を背景に減速感が強まっております。 

 介護業界におきましては、平成24年４月に介護報酬改定があり厳しい状況の中、既存事業者の活動の活発化に加

え、他業種からの新規参入が再び激しくなってきております。また、介護事業者における法令遵守の徹底が改めて

強く求められており、人員基準、設備基準及び運営基準の遵守が重要な経営課題となっております。 

 こうした状況下、当社は、既存事業の強化及び業務効率化に加え、法令遵守の徹底及びサービスの向上を図るた

め、体制の見直しを行い、お客様一人ひとりの尊厳に共感したサービスの提供に努めてまいりました。 

 昨年度に引き続き、当第２四半期累計期間においても、東京23区のデイサービスドミナントエリア拡充を中心と

した店舗展開を積極的に推進してまいりました。４月に「デイサービスセンター浜田山」を杉並区に開設、同月に

東京都以外でのデイサービスセンター初出店となる「デイサービスセンター小新」を新潟県新潟市に開設、７月に

「デイサービスセンター牟礼」を三鷹市に開設いたしました。一方、効率的な店舗運営を推し進めるべく６月に板

橋区にある「デイサービスセンター坂下」と「デイサービスセンター前野町」を統合し、新たに「デイサービスセ

ンター蓮根」として開設、８月に目黒区にある「デイサービスセンター鷹番」を閉鎖し、「デイサービスセンター

目黒中町」として移転開設いたしました。 

  以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は3,402百万円（前年同期比5.5％増）、営業利益は224百万円（前

年同期比78.2％増）、経常利益は223百万円（前年同期比84.9％増）、四半期純利益は149百万円（前年同期比

161.8％増）となりました。 

   

  セグメントの業績は、次のとおりであります。  

 ① 介護事業におきましては、売上高は2,557百万円（前年同期比5.2％増）、営業利益は349百万円（同39.4％

増）となりました。 

 ② エンゼルケア事業におきましては、売上高661百万円（前年同期比3.9％増）、営業利益は152百万円（同 

0.9％減）となりました。 

 ③ サービス付き高齢者向け住宅事業におきましては、売上高183百万円（前年同期比16.7％増）、営業利益は29

百万円（同32.6％減）となりました。  

    

（2）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比較して

38百万円増加し、1,038百万円となりました。 

      当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果、得られた資金は、193百万円（前年同四半期は65百万円の獲得）となりました。これは、主に

税引前四半期純利益253百万円、減価償却費66百万円に対し、売上債権の増加額56百万円、法人税等の支払額99百

万円によるものです。      

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果、使用した資金は、25百万円（前年同四半期は64百万円の使用）となりました。これは、主に

有形固定資産の取得による支出9百万円、敷金及び保証金の差入による支出9百万円によるものです。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、使用した資金は、128百万円（前年同四半期は39百万円の使用）となりました。これは、主に

長期借入による収入100百万円に対し長期借入金の返済による支出177百万円、配当金の支払額20百万円、長期リ

ース債務の返済による支出26百万円によるものです。 

  

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】



（3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第２四半期累計期間において当社が対処すべき課題について、重要な変更はありません。 

  

（4）研究開発活動 

 該当事項はありません。 

  

（5）経営成績に重要な影響を与える要因について 

 介護保険法は施行後５年に一度法律全般が改正され、又、３年に一度介護報酬改定が行われることになってお

ります。法令の変更により、当社が現在行っている事業活動に支障をきたし、又、採算性等に影響を受ける可能

性があります。 

 エンゼルケア事業においては、湯灌サービスの認知度が高まることにより、他の事業者の参入により、競争が

激化する可能性があります。更に葬儀形態の多様化により、湯灌サービスの利用が減少した場合、当社の業績に

影響を及ぼす可能性があります。 

  

（6）経営戦略の現状と見通し 

 当社といたしましては、これらの状況を踏まえて、以下の点を経営戦略として位置づけております。 

① 介護事業におけるデイサービス施設数の増加 

 東京23区へのドミナント戦略による集中と事業内容の深化に取り組んでまいります。 

② エンゼルケア事業の営業基盤の充実 

  介護保険制度改定の影響を受けない収益源として、更なる営業基盤の充実とサービスの向上を目指し取引先

である互助会及び葬儀社との良好な関係の維持発展を図ってまいります。 

③ サービス付き高齢者向け住宅の展開 

 東京近郊４県に限定し、多額な一時金もなく、安い料金で安心して生活できるよう、高齢者に優しいバリ

アフリーの住居に当社自らが行う住宅サービス（食事・見守り等）と特定施設入居者生活介護サービス（介

護保険適用）を併せもつ「サービス付き高齢者向け住宅」の管理・運営事業を展開してまいります。 

④ サービスの質の向上 

  人材開発と理念の浸透のため教育の充実を図り、技術の向上はもとより、従業員の意識の統一に力点を置い

て、更なる人材育成に注力してまいります。 

  



①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

（注） 発行済株式のうち100株は、現物出資（金銭消費貸借契約５百万円）によるものであります。 

    

 該当事項はありません。  

  

 該当事項はありません。   

  

 該当事項はありません。  

  

  

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  28,800

計  28,800

種類 
第２四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成24年９月30日） 

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月14日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容

普通株式  10,500  10,500

大阪証券取引所 

ＪＡＳＤＡＱ  

（グロース） 

当社は単元株制

度は採用してお

りません。 

計  10,500  10,500 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成24年７月１日～ 

平成24年９月30日  
 －  10,500  －  205,125  －  138,075



 （注） 発行済株式総数に対する所有株式数の割合については、小数点第二位未満を切捨てて表示しております。 

  

（６）【大株主の状況】

  平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数 
（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

有限会社友愛 東京都大田区山王3丁目37-6-311   4,157        39.59 

福原 敏雄 東京都大田区   1,332        12.68 

第一生命保険株式会社 

（常任代理人資産管理サービス信

託銀行株式会社） 

東京都千代田区有楽町1丁目13-1  

(東京都中央区晴海1丁目8-12晴海アイラン

ドトリトンスクエアオフィスタワーZ棟) 

 360          3.42 

 ケアサービス従業員持株会 東京都大田区新蒲田3丁目15-7   344           3.27 

市村 司 山梨県甲府市  316           3.00 

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内1丁目2-1  240           2.28 

株式会社太平エンジニアリング 東京都文京区本郷１丁目19-6  240           2.28 

関 幸雄 千葉県柏市  150           1.42 

古谷 洋作  大阪府泉南市  118           1.12 

川島 卓也 兵庫県姫路市  105           1.00 

計 －  7,362           70.11 



①【発行済株式】 

 （注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が４株含まれております。又、「議決権

の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。 

  

②【自己株式等】 

     該当事項はありません。 

  

   該当事項はありません。  

  

（７）【議決権の状況】

  平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － －  － 

議決権制限株式（自己株式等） － －  － 

議決権制限株式（その他） － －  － 

完全議決権株式（自己株式等） － －  － 

完全議決権株式（その他）     普通株式 10,500  10,500  － 

単元未満株式  － －  － 

発行済株式総数  10,500 － － 

総株主の議決権 －  10,500 － 

２【役員の状況】



１．四半期財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成24年７月１日から平成24

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、京都監査法人による四半期レビューを受けております。 

 第21期事業年度                 三優監査法人 

 第22期第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間 京都監査法人 

  

３．四半期連結財務諸表について 

 当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 

  

第４【経理の状況】



１【四半期財務諸表】 
（１）【四半期貸借対照表】 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,000,045 1,038,727

売掛金 1,001,848 1,058,420

商品 237 190

原材料 2,859 3,470

その他 117,077 110,801

貸倒引当金 △768 △444

流動資産合計 2,121,299 2,211,166

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 286,993 310,787

その他（純額） 73,788 65,637

有形固定資産合計 360,781 376,425

無形固定資産 76,675 63,744

投資その他の資産   

敷金及び保証金 206,938 217,680

その他 134,364 121,828

貸倒引当金 △8,769 △426

投資その他の資産合計 332,533 339,082

固定資産合計 769,990 779,252

資産合計 2,891,289 2,990,419

負債の部   

流動負債   

買掛金 128,290 137,750

短期借入金 300,000 300,000

1年内返済予定の長期借入金 329,116 297,075

未払金 337,600 297,109

未払法人税等 114,028 121,881

賞与引当金 61,975 78,030

事業所閉鎖損失引当金 13,997 5,463

その他 235,894 277,575

流動負債合計 1,520,903 1,514,885

固定負債   

長期借入金 321,141 276,028

退職給付引当金 81,969 85,868

その他 114,963 132,694

固定負債合計 518,073 494,590

負債合計 2,038,976 2,009,476



（単位：千円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成24年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 205,125 205,125

資本剰余金 138,075 138,075

利益剰余金 509,212 637,941

株主資本合計 852,412 981,141

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △99 △198

評価・換算差額等合計 △99 △198

純資産合計 852,313 980,942

負債純資産合計 2,891,289 2,990,419



（２）【四半期損益計算書】 
【第２四半期累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 3,224,506 3,402,363

売上原価 2,677,096 ※1  2,791,547

売上総利益 547,410 610,816

販売費及び一般管理費 ※2  421,505 ※2  386,413

営業利益 125,904 224,403

営業外収益   

受取補償金 － 1,711

事業所閉鎖損失引当金戻入額 － 3,544

その他 4,569 2,700

営業外収益合計 4,569 7,956

営業外費用   

支払利息 9,587 6,473

その他 87 2,552

営業外費用合計 9,675 9,025

経常利益 120,798 223,333

特別利益   

移転補償金 － 48,000

特別利益合計 － 48,000

特別損失   

事業所閉鎖損失 6,335 11,069

減損損失 － 6,557

特別損失合計 6,335 17,626

税引前四半期純利益 114,463 253,707

法人税、住民税及び事業税 62,250 106,843

法人税等調整額 △4,975 △2,864

法人税等合計 57,274 103,979

四半期純利益 57,188 149,728



（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 114,463 253,707

減価償却費 71,413 66,414

事業所閉鎖損失 6,335 8,906

減損損失 － 6,557

のれん償却額 199 33

貸倒引当金の増減額（△は減少） △178 △267

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,884 16,054

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,052 3,899

事業所閉鎖損失引当金の増減額(△は減少) － △8,533

受取利息及び受取配当金 △855 △270

支払利息 9,587 6,473

移転補償金 － △48,000

売上債権の増減額（△は増加） △83,345 △56,629

たな卸資産の増減額（△は増加） 765 △564

その他の資産の増減額（△は増加） 5,803 3,999

仕入債務の増減額（△は減少） 5,581 9,460

未払金の増減額（△は減少） △31,099 △53,474

未払費用の増減額（△は減少） 14,719 20,334

未払消費税等の増減額（△は減少） △2,490 △5,361

その他の負債の増減額（△は減少） 2,409 27,686

小計 120,246 250,426

利息及び配当金の受取額 855 270

利息の支払額 △9,447 △6,414

移転補償金の受取額 － 48,000

法人税等の支払額 △46,109 △99,056

営業活動によるキャッシュ・フロー 65,545 193,226

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △56,228 △9,856

無形固定資産の取得による支出 △3,070 △5,585

貸付けによる支出 △2,936 △180

敷金及び保証金の差入による支出 △3,279 △9,380

敷金及び保証金の回収による収入 2,126 3,644

その他 △1,471 △4,258

投資活動によるキャッシュ・フロー △64,859 △25,616

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,500,000 1,800,000

短期借入金の返済による支出 △1,310,000 △1,800,000

長期借入れによる収入 － 100,000

長期借入金の返済による支出 △183,478 △177,154

配当金の支払額 △21,123 △20,814

長期リース債務の返済による支出 △26,007 △26,824

長期未払金の返済による支出 － △4,135

その他 610 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △39,998 △128,927

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △39,311 38,681

現金及び現金同等物の期首残高 672,358 1,000,045

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  633,047 ※  1,038,727



（減価償却方法の変更） 

 当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産に

ついて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 なお、これによる当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微で

あります。 

  

  

 該当事項はありません。  

   

  

    該当事項はありません。  

  

        ※１．売上原価  

     当第２四半期累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日） 

      売上原価に含まれる労務費から補助金相当額である介護職員処遇改善加算を控除して計上しております。な

お、控除額は32,442千円であります。 

    （追加情報） 

     前第２四半期累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日）において、売上原価に含まれる労務費か

ら介護職員処遇改善交付金を控除して計上しております。なお、控除額は39,529千円であります。  

  

※２．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

  

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

  

【会計方針の変更】

【追加情報】

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

（四半期損益計算書関係）

  
前第２四半期累計期間

（自  平成23年４月１日 
至  平成23年９月30日） 

当第２四半期累計期間
（自  平成24年４月１日 
至  平成24年９月30日） 

給与手当 千円 113,192 千円 120,029

賞与引当金繰入額  2,062  2,990

退職給付費用  488  727

貸倒引当金繰入額  △178  △267

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

  
前第２四半期累計期間

（自 平成23年４月１日 
至 平成23年９月30日） 

当第２四半期累計期間
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年９月30日） 

現金及び預金 千円 633,047 千円 1,038,727

現金及び現金同等物  633,047  1,038,727



Ⅰ 前第２四半期累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日） 

１．配当金支払額  

  

     ２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後

      となるもの   

       該当事項はありません。  

  

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日） 

１．配当金支払額  

  

     ２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後

      となるもの   

       該当事項はありません。  

  

（株主資本等関係）

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日 

定時株主総会 
普通株式  21,000  2,000 平成23年３月31日 平成23年６月27日  利益剰余金 

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月25日 

定時株主総会 
普通株式  21,000  2,000 平成24年３月31日 平成24年６月26日  利益剰余金 



Ⅰ 前第２四半期累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

  
   （注）1. セグメント利益の調整額△322,410千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△322,410千円 

       であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

2. セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

   

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

  
   （注）1. セグメント利益の調整額△307,250千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△307,250千円 

       であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

2. セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

   

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  （単位：千円）

  

報告セグメント
調整額 
（注）１  

四半期
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

介護事業
エンゼルケ
ア事業 

サービス付き
高齢者向け住

宅事業 
計

売上高             

外部顧客への売上高  2,430,572  636,505  157,428  3,224,506       －  3,224,506

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

 －     －    －  －    －    －

計  2,430,572  636,505  157,428  3,224,506       －  3,224,506

セグメント利益  251,047  153,804  43,462  448,315  △322,410  125,904

  （単位：千円）

  

報告セグメント
調整額 
（注）１  

四半期
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

介護事業
エンゼルケ
ア事業 

サービス付き
高齢者向け住

宅事業 
計

売上高             

外部顧客への売上高  2,557,560  661,022  183,781  3,402,363       －  3,402,363

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

 －     －    －  －    －    －

計  2,557,560  661,022  183,781  3,402,363       －  3,402,363

セグメント利益  349,945  152,406  29,302  531,654  △307,250  224,403



 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 （注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

 該当事項はありません。   

  

 該当事項はありません。 

  

（１株当たり情報）

  
前第２四半期累計期間

（自 平成23年４月１日 
至 平成23年９月30日） 

当第２四半期累計期間
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年９月30日） 

  １株当たり四半期純利益金額 円51銭 5,446 円 銭 14,259 85

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額（千円）  57,188  149,728

普通株主に帰属しない金額（千円）     － －  

普通株式に係る四半期純利益金額（千円）  57,188  149,728

普通株式の期中平均株式数（株）  10,500  10,500

（重要な後発事象）

２【その他】



 該当事項はありません。 

  

第二部【提出会社の保証会社等の情報】



当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ケアサ
ービスの平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの第２２期事業年度の第２四半期会計期間（平成２４年７月
１日から平成２４年９月３０日まで）及び第２四半期累計期間（平成２４年４月１日から平成２４年９月３０日まで）に
係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記につ
いて四半期レビューを行った。 
  
四半期財務諸表に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表
を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正
に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 
  
監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して
四半期レビューを行った。 

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 
   
監査人の結論 
 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ
る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ケアサービスの平成２４年９月３０日現在の財政状態並びに同日をも
って終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が
すべての重要な点において認められなかった。 
  
その他の事項 
会社の平成２４年３月３１日をもって終了した前事業年度の第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間に係る四半期

財務諸表並びに前事業年度の財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が実施されている。前
任監査人は、当該四半期財務諸表に対して平成２３年１１月１１日付けで無限定の結論を表明しており、また、当該財務
諸表に対して平成２４年６月２５日付けで無限定適正意見を表明している。 
  

利害関係 
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

   
以 上 

  

  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成24年11月12日

株式会社ケアサービス 

取締役会 御中 

京都監査法人 

  
指 定 社 員
業務執行社員  公認会計士 高津 靖史   印 

  
指 定 社 員
業務執行社員  公認会計士 齋藤 勝彦   印 

（注）１. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

２． 四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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